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その時の出来事で、プルが亡くなった知らせを聞いたのは、出掛け先での夜１０

時頃だった。 

預け先の家のお母さんの話によると、夜の１０時頃腹が減ったとお母さんが食べ

ていたチーズをせがんでもらった後、サークルに戻り深夜１時頃に「クウーン」と

一声鳴いただけだったとのこと。 

 

その数日後、私達夫婦が帰宅する前には、プルが唯一の御主人と慕う息子が引

き取り、お骨とプルの使っていた毛布とエサ入れ椀をそのまま東京に持ち帰って

しまった。よって私はプルの亡骸を見ることは無く、私の記憶には、プルの愛くる

しいというかふてぶてしいというか、何事にも無関心といったような可愛げのない

様子が残っているのみである。私は自分の気持ちの赴くままに、家の中のプルに

まつわるすべてのものを片付け、クリニックの診察室に数多く飾ってあったプルの

写真も整理して 1枚のパネルにまとめて自分の机の横に飾った。 

 

我が家に来たばかりの時には、朝になると階段をかけ上って、２階の息子の部屋

のベッドに飛び乗って息子の顔を舐めまわし、毎朝の息子を起こす手間も省けた

し、やがて家族の不機嫌な表情も少なくなった。散歩に連れて行くと、片足を上げ

ておしっこかと思いきや、ウンチをしたりする小技を披露してまわりの失笑をかっ

ていた。息子が家出まがいの事をした時にもプルはしっかりついて行き、しばらく

して息子と一緒にムッとしたような顔をして戻ってきた。家内には決して懐かず、

わざと家内がダッコをすると一点を見つめて固まっていた。（そんな表情をするか

ら無理にダッコされるんだ、やめとけ、と私はいつも思っていた。）また以前は、家

内が私に文句を言うと、私を庇うように家内に向かって吠えていたが、いつしか家

内と一緒に私に向かって吠えるようになっていた。（おまえというやつは、簡単に 
（裏面へ） 

 

『ペット』 

 

院長メモ 

我が家の愛犬（？）プル（引き取る時プルプル震

えていたので息子が命名）がほわんと消えた。 

１９才と１１ヶ月と２週間。もう少しで『成人式』と

いうところでのあっけない出来事だった。 

我が家では連休などで留守にする時は、プルの

実家（プルを引き取ったブリーダーさん宅で、プ

ルのお気に入りの家族）に預けていたのだが、 
 



 

 

このマガジンは当クリニックホームページ（クリニック便り）でもご覧になれます。 

検 索 ゆとりが丘クリニック 

  

※都合により変更になる事がございます。 

ご了承願います。 

 

日 月 火 水 木 金 土 

    
 

  1 

② 3 4 5 6 7 8 

⑨ 10 ⑪ 12 13 14 15 

⑯ 17 18 19 20 21 22 

㉓ ㉔ 25 26 27 28 29 

 

（日曜・祭日は休診日です） ２０２０年２月 

○=休診日 ★=診療時間変更 

 

診療日・時間 月 火 水 木 金 土 

午前診療 

9:00～12:30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

午後診療 

15:00～18:00 ○ ○ 休 ○ ○ 休 

 

 通常通り診療いたします 

その場の権力に屈するような志の低いやつなんだな、と私は思った。） 

プルの亡くなったことを知ったまわりの人は、「長く生きてくれたね」「大往生だね」

と私を慰めてくれるが、私には多少の違和感が残った。人間と一緒にするのはな

んだが「大往生」とい言葉は、家族を慰める言葉であり「これで良かったんだ」と

いう家族の気持ちを応援してくれる言葉なんだと思った。 

プルの死はやはり「いつも傍にいた人（犬）がいなくなった」ということであり、「い

つも私達家族がいて、そこにプルもいた」という風景が二度と戻ってこない、とい

うことである。外来でもよく聞く「ペットロス」という言葉には、意外に奥深い意味が

あるんだと思うに至った。一方で、私はプルの事をあまり引きずるのはなんだか

違うという感じがしていたし、何より自分の家族の事にいつまでもこだわっている

ふうには見せたくない見栄もあって、あまり話題にならないよう努めた。外来に

は、いろいろな悩みや苦しみを持った人も多く訪れるのだから。 

 

 

 
今年のいかにも暖冬らしく、比較的暖かい

日差しが入り込む我が家のテラス。（プルは

ここでよく用を足していた）毎週日曜日の朝

の私の業務である家のゴミ分別をしていた

ら、片付け忘れたプルのブラシにあいつの

毛がそのまま残っていた。 

なんだ、プルのやつ。 

 


